
(57)【要約】

【課題】　収納される物品の保護性を高くすることがで

きる箱体を提供することを目的とする。

【解決手段】　収納箱Ａは、第１ブランクＡ１、第２ブ

ランクＡ２、第３ブランクＡ３、第４ブランクＡ４で構

成され、第１ブランクＡ１は、中間板部１０、４０、外

側板部２６、３２、７８等、該外側板部２６から連設さ

れた底面板部、該底面板部から連設された側面板部、該

側面板部から連設された上面板部９８、該上面板部９８

から連設された側面板部９６等を有している。第２ブラ

ンクＡ２～第４ブランクＡ４は、収納空間の底面を構成

する水平板部１２０、１７０等を有し、収納空間の側壁

を構成する内側板部は、該水平板部１２０、１７０又は

中間板部１０、４０から連設されている。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　凹部状の収納空間を有する収納部と凹部

状の収納空間を有する収納蓋部とがヒンジ状に開閉する

ように構成された収納箱であって、

上記収納部が、収納空間の底面を構成する底板部と、該

底板部の端部から連設され該収納空間の側面を形成する

内側板部と、該内側板部の端部から外側に連設された中

間板部と、該中間板部から連設され該収納部の外壁を形

成する外側板部とを有し、

収納蓋部が、収納空間の上面を構成する天板部と、該底

板部の端部から連設され該収納空間の側面を形成する内

側板部と、該内側板部の端部から外側に連設された中間

板部と、該中間板部から連設され該収納部の外壁を形成

する外側板部とを有することを特徴とする収納箱。

【請求項２】　収納箱が、収納部と収納蓋部とが閉蓋状

態の場合に収納部の底面を構成する底面板部と、収納蓋

部の上面を構成する上面板部とを有することを特徴とす

る請求項１に記載の収納箱。

【請求項３】　所定の物品を収納するための収納空間を

有する収納箱であって、

本体用ブランクと複数の内装用ブランクとを有し、

上記本体用ブランクが、

開口部を有し、枠状を呈する第１中間板部と、

該第１中間板部の所定の外周部分から折れ線を介して連

設された外側板部と、

該第１中間板部の該外側板部が連設されていない直線状

の外周部分から折れ線を介して連設された第２中間板部

で、開口部を有し、枠状を呈する第２中間板部と、

該第２中間板部の外周部分で、第１中間板部が連設され

ていない外周部分から折れ線を介して連設された外側板

部と、

該外側板部の１つから折れ線を介して連設された底面板

部と、

該底面板部から折れ線を介して連設された第１側面板部

と、

該側面板部から折れ線を介して連設された上面板部と、

該上面板部から折れ線を介して連設された第２側面板部

と、を有し、

上記複数の内装用ブランクにおける各内装用ブランク

は、収納空間の底面を形成する底板部を有し、

さらに、収納空間の側壁を形成する内側板部が、上記本

体用ブランク又は上記内装用ブランクに形成されている

ことを特徴とする収納箱。

【請求項４】　１つの収納空間を形成する内側板部の少

なくとも１つが、本体用ブランクの第１中間板部と第２

中間板部の開口部に当たる部材を利用して形成され、そ

の内側板部はそれぞれ第１中間板部及び第２中間板部よ

り折れ線を介して連設され、該収納空間を形成する内側

板部の少なくとも他の１つが、内装用ブランクの底板部

から折れ線を介して連設されていることを特徴とする請

求項３に記載の収納箱。

【請求項５】　１つの収納空間を形成する内側板部の一

部が、開口部の端部で互いに略平行な相対する端部から

折れ線を介して連設された内側板部により形成され、該

両内側板部の少なくとも一部は両側から交互に設けられ

ていることを特徴とする請求項３又は４に記載の収納

箱。

【請求項６】　内側板部の収納空間の深さ方向への長さ

は、外側板部の幅よりも短いことを特徴とする請求項３

又は４又は５に記載の収納箱。

【請求項７】　上記第１中間板部と第２中間板部とは略

四角形状の外形形状を呈し、該第１中間板部と第２中間

板部の相対する外側板部からは補強板部が折れ線を介し

て連設され、第２中間板部における相対する外側板部と

該外側板部に連設された補強板部との間には挿通部が設

けられ、さらに、上記底面板部には該挿通部に挿通する

ための突起部が設けられていることを特徴とする請求項

３又は４又は５又は６に記載の収納箱。

【請求項８】　収納箱が、紙材で形成されていることを

特徴とする請求項１又は２又は３又は４又は５又は６又

は７に記載の収納箱。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、収納箱に関するも

のであり、特に、段ボール材で形成した箱体に関するも

のである。

【０００２】

【従来の技術】従来より段ボール材を使用した箱体とし

ては、種々のものが開発されている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来の箱

体においては、箱体の強度が大きくなく、より強度を高

くすることにより収納される物品の保護性を高くできる

箱体が望まれていた。特に、精密機械を収納するために

より強度の高い箱体が望まれていた。そこで、本発明

は、収納される物品の保護性を高くすることができる箱

体を提供することを目的とするものである。

【０００４】

【課題を解決するための手段】本発明は上記問題点を解

決するために創作されたものであって、第１には、凹部

状の収納空間を有する収納部と凹部状の収納空間を有す

る収納蓋部とがヒンジ状に開閉するように構成された収

納箱であって、上記収納部が、収納空間の底面を構成す

る底板部と、該底板部の端部から連設され該収納空間の

側面を形成する内側板部と、該内側板部の端部から外側

に連設された中間板部と、該中間板部から連設され該収

納部の外壁を形成する外側板部とを有し、収納蓋部が、

収納空間の上面を構成する天板部と、該底板部の端部か

ら連設され該収納空間の側面を形成する内側板部と、該

内側板部の端部から外側に連設された中間板部と、該中
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間板部から連設され該収納部の外壁を形成する外側板部

とを有することを特徴とする。この第１の構成の収納箱

においては、収納部の収納空間と収納蓋部の収納空間と

によって物品を収納する。物品の収納状態においては、

収納部及び収納蓋部ともに内側板部と外側板部との間に

空間が形成されるので、緩衝効果を高めることができ

る。

【０００５】また、第２には、上記第１の構成におい

て、収納箱が、収納部と収納蓋部とが閉蓋状態の場合に

収納部の底面を構成する底面板部と、収納蓋部の上面を

構成する上面板部とを有することを特徴とする。よっ

て、物品の収納状態で、収納部の底面は底面板部で保護

され、収納蓋部の上面は上面板部で保護される。

【０００６】また、第３には、所定の物品を収納するた

めの収納空間を有する収納箱であって、本体用ブランク

と複数の内装用ブランクとを有し、上記本体用ブランク

が、開口部を有し、枠状を呈する第１中間板部と、該第

１中間板部の所定の外周部分から折れ線を介して連設さ

れた外側板部と、該第１中間板部の該外側板部が連設さ

れていない直線状の外周部分から折れ線を介して連設さ

れた第２中間板部で、開口部を有し、枠状を呈する第２

中間板部と、該第２中間板部の外周部分で、第１中間板

部が連設されていない外周部分から折れ線を介して連設

された外側板部と、該外側板部の１つから折れ線を介し

て連設された底面板部と、該底面板部から折れ線を介し

て連設された第１側面板部と、該側面板部から折れ線を

介して連設された上面板部と、該上面板部から折れ線を

介して連設された第２側面板部と、を有し、上記複数の

内装用ブランクにおける各内装用ブランクは、収納空間

の底面を形成する底板部を有し、さらに、収納空間の側

壁を形成する内側板部が、上記本体用ブランク又は上記

内装用ブランクに形成されていることを特徴とする。よ

って、収納空間は、上記内側板部と底板部により構成さ

れるので、この収納空間に物品を収納する。物品の収納

状態においては、内側板部と外側板部との間に空間が形

成されるので、緩衝効果を高めることができる。さら

に、上記底面板部と第１側面板部と上面板部と第２側面

板部とによって、第１中間板部と外側板部とで構成され

る箱体と第２中間板部と外側板部とで構成される箱体と

を巻き付けて保護することができる。また、本体用ブラ

ンクと複数の内装用ブランクのみで、上記のような緩衝

効果の高い収納箱を形成でき、コストを低減することが

できる。

【０００７】また、第４には、上記第３の構成におい

て、１つの収納空間を形成する内側板部の少なくとも１

つが、本体用ブランクの第１中間板部と第２中間板部の

開口部に当たる部材を利用して形成され、その内側板部

はそれぞれ第１中間板部及び第２中間板部より折れ線を

介して連設され、該収納空間を形成する内側板部の少な

くとも他の１つが、内装用ブランクの底板部から折れ線

を介して連設されていることを特徴とする。よって、開

口部の大きさが小さい場合でも、収納空間の深さを大き

く取ることができる。

【０００８】また、第５には、上記第３又は第４の構成

において、１つの収納空間を形成する内側板部の一部

が、開口部の端部で互いに略平行な相対する端部から折

れ線を介して連設された内側板部により形成され、該両

内側板部の少なくとも一部は両側から交互に設けられて

いることを特徴とする。よって、両内側板部の少なくと

も一部を両側から交互に設けることにより、収納空間の

深さを大きく取ることができる。また、第６には、上記

第３から第５までのいずれかの構成において、内側板部

の収納空間の深さ方向への長さは、外側板部の幅よりも

短いことを特徴とする。よって、底面板部及び上面板部

と底板部間も所定の空間が形成されるので、より緩衝効

果を高めることができる。

【０００９】また、第７には、上記第３から第６までの

いずれかの構成において、上記第１中間板部と第２中間

板部とは略四角形状の外形形状を呈し、該第１中間板部

と第２中間板部の相対する外側板部からは補強板部が折

れ線を介して連設され、第２中間板部における相対する

外側板部と該外側板部に連設された補強板部との間には

挿通部が設けられ、さらに、上記底面板部には該挿通部

に挿通するための突起部が設けられていることを特徴と

する。よって、該突起部を挿通部に挿通することによっ

て、底面板部を第２中間板部の相対する外側板部に固定

することができ、収納箱の箱体の形状をしっかり保つこ

とができる。また、第８には、上記第１から第７までの

いずれかの構成において、収納箱が、紙材で形成されて

いることを特徴とする。よって、収納箱の廃棄を容易と

することができる。

【００１０】

【発明の実施の形態】本発明の実施の形態としての一具

体例を図面を利用して説明する。本発明に基づく収納箱

Ａは、図１に示すように、全体として横長の直方体形状

を呈し、機械類の製品を挟持して収納すべく連設され

た、外形形状がともに略同一の収納部Ｂと収納蓋部Ｆと

を有し、さらに、全体として略長方形の板状を呈し、そ

の短辺側の一端（後記する底面板部１０２の左辺側、図

４参照）が該収納部Ｂと連設され、上記収納部Ｂと該収

納蓋部Ｆとが重合した状態を巻回するべく、梱包をなす

パック部Ｐとを有している。

【００１１】ここで、収納部Ｂは、平面視すると、外周

形状が略長方形状を呈し、図３に示すように、その内部

に略コ字状の凹部を有し、図示しない機械類の製品を収

納する下面収納空間部Ｓ３を形成している。つまり、こ

の下面収納空間部Ｓ３は、収納空間部Ｓ３－１と収納空

間部Ｓ３－２を有し、両収納空間部が端部でつながって

いる。

【００１２】収納蓋部Ｆは、平面視すると、外周形状が
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略長方形状を呈し、図３に示すように、その内部に凹部

状の第１収納空間部Ｓ１と第２収納空間部Ｓ２とを有し

ている。第１収納空間部Ｓ１は、外周の短辺側にそれぞ

れ１つずつの略四角形状の切欠部を備えた凹部を呈し、

上記収納部Ｂの下面収納空間部Ｓ３に収納された図示し

ない機械類の製品を覆って収納する。また、第２収納空

間部Ｓ２は、平面視すると、縦長の長方形状の凹部であ

って、上記収納部Ｂの下面収納空間部Ｓ３に収納された

図示しない機械類の製品を覆って収納する。上記第１収

納空間部Ｓ１、第２収納空間部Ｓ２、下面収納空間部Ｓ

３は上記収納空間として機能する。

【００１３】この収納箱Ａは、図２及び図３に示すよう

に、第１ブランクＡ１と、第２ブランクＡ２と、第３ブ

ランクＡ３と、第４ブランクＡ４とを折り曲げ形成した

ものを組み立ててなる形状を呈している。この第１ブラ

ンクＡ１は、本体用ブランクとして機能し、第２ブラン

クＡ２～第４ブランクＡ４は、内装用ブランクとして機

能する。但し、実際の組立てに際し、該第１ブランクＡ

１等の各部材を折り曲げ形成してから組み立てるのでは

なく、主な部分に関しては、各部材が平面状の状態で重

ね合わされた上、プレス機械により折り曲げ形成しなが

ら同時に接着を行って組み立てられる。

【００１４】ここで、第１ブランクＡ１は、図２及び図

３に示すように、上記収納部Ｂ及び該収納蓋部Ｆを構成

する部材としては、主に中間板部１０と、中間板部４０

と、外側板部２６、３２、７６、７８等と、内側板部１

４、２２、５６、６０、６４等とを有し、パック部Ｐを

構成する部材としては、主に突端部９０と、突起部１０

６、１０８等と、側面板部９６、１００と、上面板部９

８と、底面板部１０２と、切込み９２、１１０等とを有

している。この第１ブランクＡ１の詳細については後述

する。上記中間板部１０は、第２中間板部として機能

し、上記中間板部４０は、第１中間板部として機能す

る。

【００１５】また、第２ブランクＡ２は、図３に示すよ

うに、水平板部１２０と、内側板部１２６、１３０等

と、接着板部１２８、１３６等とを有している。この第

２ブランクＡ２の詳細については後述する。また、第３

ブランクＡ３は、図２及び図３に示すように、水平板部

１６０と、接着板部１６８等と、内側板部１６２等とを

有している。この第３ブランクＡ３の詳細については後

述する。

【００１６】さらに、第４ブランクＡ４は、図２及び図

３に示すように、水平板部１７０と、内側板部１７２等

と、接着板部１８２等と、接着片部１９６等と、糊代部

１９８等とを有している。この第４ブランクＡ４の詳細

については後述する。なお、上記水平板部１２０、１６

０、１７０は、底板部として機能する。

【００１７】次に、収納箱Ａを構成する各部材について

図面を利用して説明する。なお、図４、図５、図６及び

図７において、基本的に、実線は外周線ないしは切込み

線を示し、一点鎖線は山折れ線を示し、二点鎖線は谷折

れ線を示すものとする。

【００１８】まず、第１ブランクＡ１について図４を利

用して説明する。第１ブランクＡ１は、展開状態にする

と、図４に示されるようになる。すなわち、収納部Ｂを

構成する部分としては、中間板部１０と、外側板部２６

等と、補強板部３０等と、内側板部１４等と、接着板部

１６等とが設けられている。また、収納蓋部Ｆを構成す

る部分としては、中間板部４０と、外側板部７２等と、

補強板部７４等と、内側板部４４等と、接着板部４６等

とが設けられている。さらに、パック部Ｐを構成する部

分としては、突端部９０と、側面板部９６等と、上面板

部９８と、底面板部１０２と、突起部１０８等とが設け

られている。

【００１９】ここで、まず、収納部Ｂを構成する部分に

ついて説明する。中間板部１０は、外周形状が略長方形

状を呈し、全体としては枠状を呈し、中央には、Ｙ方向

に横断する仕切中間板部１０ａを有している。つまり、

この仕切中間板部１０ａは、中間板部１０の下端部分か

ら伸びており、上端部分までは繋がっていない。この中

間板部１０の内側には、図４に示すように、後記する内

側板部１４等及び接着板部１６等が形成され、また、Ｙ

方向へ略Ｌ字状の切欠部１２ａと、Ｘ方向に細長状の切

欠部１２ｂとが設けられている。また、その上辺、下

辺、右辺には、後記する外側板部３２、２８、２６がそ

れぞれ山折れ線を介して連設されている。さらに、その

左辺には、後記する収納蓋部Ｆの中間板部４０が谷折れ

線を介して連設されている。

【００２０】外側板部２８、３２は、該中間板部１０の

下辺、上辺に山折れ線を介してそれぞれ連設され、とも

に略同一サイズの略長方形状を呈し、該中間板部１０と

は長辺側が接している。これらの外側板部２８、３０

は、組み立てた場合において、上記収納部Ｂの側面を形

成するものである。さらに、該外側板部２８と該補強板

部３０とを連設している山折れ線の中央に、細長長方形

状の開口部３６が設けられている。同様に、上記外側板

部３２と上記補強板部３４とを連設している山折れ線の

中央に、細長長方形状の開口部３８が設けられている。

これらの切込みには、組み立てた場合において、後記す

るパック部Ｐを構成する底面板部１０２の上辺、下辺の

中央に備えた突起部１０４、１０６がそれぞれ差し込ま

れる。上記開口部３６、３８は挿通部として機能する。

【００２１】次に、補強板部３０は、上記外側板部２８

の下辺から山折れ線を介して連設され、また、補強板部

３４は、上記外側板部３２の上辺から山折れ線を介して

連設されている。これらの補強板部３０、３４は、とも

に略同一サイズであって、上記外側板部２８、３２に比

較して細長の略長方形状を呈している。これらの補強部

材３０、３４は、組み立てた場合において、上記収納部
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Ｂの側面のリブ的役割を果たすものである。また、長辺

側の他端には、略同一サイズの半円状の切欠き３０ａ、

３４ａが、上記中間板部１０に対して対称となる位置で

設けられている。これらの切欠きは、組立て時における

位置決めに使用されるものである。

【００２２】また、外側板部２６は、上記中間板部１０

の右辺から山折れ線を介して連設されている。この外側

板部２６は、略等脚台形状を呈し、そのＸ方向の長さは

外側板部２８、３２のＹ方向の幅と略同一となってい

る。また、該外側板部２６の右辺からは底面板部１０２

が連設されているが、該外側板部２６と該底面板部１０

２とを連設している山折れ線の略中央に、一対の切込み

１１０が設けられている。該切込み１１０は、組み立て

た場合において、後記する突端部９０が差込み可能の幅

を有している。また、根元が上記底面板部１０２と接合

し、収納箱Ａとして最終的にパッキングされる際に使用

される突起部１０８を形成すべく、該底辺側中央部分に

舌状の形状で切込みが入れられている。さらに、外側板

部２６の平行ではない二辺側には、略同一サイズの略等

脚台形状を呈する糊代部２６－１、２６－２が山折れ線

を介してそれぞれ連設されている。なお、上記外側板部

２６、２８、３２は若干テーパー状に形成されている。

【００２３】内側板部１４は、中間板部１０の仕切中間

板部１０ａの右辺から山折り線を介して連設され、Ｙ方

向へ縦長の略長方形状を呈している。この内側板部１４

の幅はｐとなっている。また、この内側板部１４の右辺

からは、接着板部１６が谷折れ線を介して連設されてい

る。該接着板部１６は、該切欠部１２ａに臨んでおり、

該内側板部１４と比較して細長の略長方形状を呈してい

る。

【００２４】内側板部１８は、中間板部１０の仕切中間

板部１０ａの左辺から山折り線を介して連設され、ふた

こぶラクダの背中のように、等間隔で、Ｘ方向へ２つの

略同一サイズの略四角形状の突起部１８ａ、１８ｂを有

している。つまり、この内側板部１８は、細長長方形状

に一対の四角形状の突起部１８ａ、１８ｂを設けた形状

を呈している。そして、その突起部１８ａ、１８ｂの先

端には、略同一サイズの略四角形状の接着板部２０ａ、

２０ｂがそれぞれ谷折れ線を介して連設されている。

【００２５】内側板部２２は、中間板部１０から山折り

線を介して連設され、該内側板部１８に設けられる２つ

の突起部１８ａ、１８ｂの外周形状と噛み合わせるべ

く、等間隔で、Ｘ方向へ３つの略同一サイズの略四角形

状の突起部２２ａ、２２ｂ、２２ｃを有している。つま

り、この内側板部２２は、細長長方形状に一対の四角形

状の突起部２２ａ、２２ｂ、２２ｃを設けた形状を呈し

ている。その突起部２２ａ、２２ｂ、２２ｃの先端に

は、略同一サイズの略四角形状の接着板部２４ａ、２４

ｂ、２４ｃがそれぞれ谷折れ線を介して連設されてい

る。

【００２６】すなわち、上記内側板部１８及び該接着板

部２０ａ、２０ｂと、該内側板部２２及び該接着板部２

４ａ、２４ｂ、２４ｃとは、上記中間板部１０の略長方

形状を呈する一部分において、Ｙ方向へジグザグ状に切

込みを入れて、観音開きの扉状を呈するようにしたもの

である。なお、上記内側板部１８、２２の幅は図４に示

すようにｑとなっている。

【００２７】以上のように、内側板部１４、１８、２２

と接着板部１６、２０ａ、２０ｂ、２４ａ、２４ｂ、２

４ｃとは、中間板部１０の内側の部材に所定の切込み、

切欠き及び折れ線を設けることにより形成されている。

また、上記内側板部１４、１８、２２を中間板部１０に

対して山折りすると、この中間板部１０には、所定の開

口部が形成される。その開口部の形状は、後述する第２

ブランクＡ２の水平板部１２０と略同一である。また、

上記長さｐ、ｑは、外側板部２６、２８、３２の幅より

も小さく形成されている。

【００２８】次に、収納蓋部Ｆを構成する部分について

説明する。中間板部４０は、上記中間板部１０の左辺か

ら二重の谷折り線を介して連設されている。この中間板

部４０は、外周形状が略長方形状を呈し、全体としては

枠状を呈し、中央には、Ｙ方向に横断する仕切中間板部

４０ａを有している。つまり、この仕切中間板部４０ａ

は、中間板部１０の下端部分から伸び、上端部分まで繋

がっている。この中間板部４０の内側には、図４に示す

ように、後記する内側板部４４等及び接着板部４６等が

形成され、また、Ｙ方向へ略Ｌ字状であって、上記収納

部Ｂの上記中間板部１０に設けられる切欠部１２ａと略

同一サイズの切欠部４２が設けられている。また、その

上辺、下辺、左辺には、後記する外側板部７８、７２、

７６がそれぞれ山折れ線を介して連設されている。

【００２９】外側板部７２、７８は、該中間板部４０の

下辺、上辺に山折れ線を介してそれぞれ連設され、とも

に略同一サイズの略長方形状を呈し、該中間板部４０と

は長辺側が接している。これらの外側板部は、組み立て

た場合において、上記収納蓋部Ｆの側面を形成するもの

である。

【００３０】次に、補強板部７４は、上記外側板部７２

の下辺から山折れ線を介して連設され、また、補強板部

８０は、上記外側板部７８の上辺から山折れ線を介して

連設されている。これらの補強部材７４、８０は、とも

に略同一サイズであって、該外側板部７２等に比較して

細長の略長方形状を呈し、長辺側の一端が上記外側板部

７２の下辺、上記外側板部７８の上辺に山折れ線を介し

てそれぞれ連設されている。これらの補強板部は、組み

立てた場合において、上記収納蓋部Ｆの側面のリブ的役

割を果たすものである。また、長辺側の他端には、略同

一サイズの半円状の切欠き７４ａ、８０ａが、上記中間

板部４０に対して対称となる位置で設けられている。こ

れらの切欠きは、組立て時における位置決めに使用され
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るものである。

【００３１】外側板部７６は、上記中間板部４０の左辺

に山折れ線を介して連設されている。この外側板部２６

は、略等脚台形状を呈し、そのＸ方向の長さは外側板部

７２、７８のＹ方向の幅と略同一となっている。また、

平行ではない二辺側には、略同一サイズの略等脚台形状

を呈する糊代部７６－１、７６－２の底辺側が山折れ線

を介してそれぞれ連設されている。なお、上記外側板部

７２、７６、７８は若干テーパー状に形成されている。

【００３２】また、中間板部４０の右側端部からは、内

側板部４４、４８、５２が山折り線を介して連設されて

いる。この内側板部４４、４８、５２はともに略同一サ

イズの略長方形状を呈している。また、上記内側板部４

４、４８、５２からは谷折り線を介してそれぞれ接着板

部４６、５０、５４が連設されている。この接着板部４

６、５０、５４はともに略同一サイズの略長方形状を呈

している。

【００３３】また、中間板部４０の仕切中間板部４０ａ

の右辺からは、内側板部５６、６０、６４が山折り線を

介して連設されている。この内側板部５６、６０、６４

はともに略同一サイズの略長方形状を呈している。ま

た、上記内側板部５６、６０、６４からは谷折り線を介

してそれぞれ接着板部５８、６２、６６が連設されてい

る。この接着板部５８、６２、６６はともに略同一サイ

ズの略長方形状を呈している。なお、上記内側板部４

４、４８、５２、５６、６０、６４の長さは、図４に示

すように、ｒとなっている。

【００３４】ここで、図４に示すように、中間板部４０

の右側端部から連設される内側板部及び接着板部と、中

間板部４０の仕切中間板部４０ａから連設される内側板

部及び接着板部とは、交互に設けられている。つまり、

内側板部について説明すると、上から下方向へ内側板部

４４、内側板部５６、内側板部４８、内側板部６０、内

側板部５２、内側板部６４の順で設けられている。

【００３５】また、中間板部４０の仕切中間板部４０ａ

の左辺からは、内側板部６８が設けられている。内側板

部６８は、Ｙ方向へ縦長の略長方形状を呈している。こ

の内側板部６８の幅はｓとなっている。また、この内側

板部６８の左辺からは、接着板部７０が谷折れ線を介し

て連設されている。該接着板部７０は、該切欠部４２に

臨んで、該内側板部６８と比較して細長の略長方形状を

呈している。

【００３６】以上のように、内側板部４４等と接着板部

４６等とは、中間板部４０の内側の部材に所定の切込

み、切欠き及び折れ線を設けることにより形成されてい

る。また、上記内側板部４４、４８、５２、５６、６

０、６４、６８を中間板部４０に対して山折りすると、

この中間板部４０には、２つの開口部が形成される。そ

の開口部の形状は、後述する第３ブランクＡ３の水平板

部１６０及び第４ブランクＡ４の水平板部１７０と略同

一である。また、上記長さｒ、ｓは、外側板部７２、７

６、７８の幅よりも小さく形成されている。

【００３７】次に、上記パック部Ｐを構成する部分につ

いて説明する。底面板部１０２は、図４に示すように、

上記外側板部２６の底辺側に山折れ線を介して連設さ

れ、その外周形状が上記収納部Ｂを構成する上記中間板

部１０の外周形状と略同一サイズの略長方形状を呈して

いる。また、その上辺、下辺の中央には、該底面板部１

０２に対して対向する位置で、舌状を呈した突起部１０

４、１０６がそれぞれ山折れ線を介して連設されてい

る。

【００３８】また、上述したように、底面板部１０２に

は、突起部１０８が連設されている。この突起部１０８

は、その先端が舌状を呈し、組み立てた場合において、

後記する切込み９０へ差込み可能にすべく山折れ線が設

けられ、その根元（末端）は上記底面板部１０２に谷折

れ線を介して連設されている。つまり、この突起部１０

８は、外側板部２６から底面板部１０２に掛けて略Ｕ字

状の切込みと山折り線と谷折り線とを設けることにより

設けられている。

【００３９】第１側面板部としての側面板部１００は、

上記底面板部１０２の右辺から山折り線を介して連設さ

れ、全体に略長方形状を呈し、Ｘ方向の幅は、上記収納

部Ｂを構成する上記外側板部２６のＸ方向の幅と上記収

納蓋部Ｆを構成する上記外側板部７６のＸ方向の幅と合

わせた幅よりも若干広い幅を有する。また、上面板部９

８は、上記側面板部１００の右辺から山折り線を介して

連設され、上記底面板部１０２と略同一サイズの略長方

形状を呈している。

【００４０】また、第２側面板部としての側面板部９６

は、上記上面板部９８の右辺から山折り線を介して連設

され、上記側面板部１００と略同一サイズの略長方形状

を呈している。また、側面板部９６の右辺には、図４に

示すように、後記する突端部９０が山折れ線を介して連

設されている。

【００４１】突端部９０は、略長方形状を呈し、組み立

てた場合において、該切込み１１０に差し込むものであ

る。そして、該突端部９０と該側面板部９６間の山折れ

線の中央に、切込み９２が設けられている。さらに、該

切込み９２の幅中央に、半円状の切欠き９４が設けられ

ている。該切込み９２は、梱包状態において突起部１０

８を差し込むためのものであり、また、該切欠き９４

は、収納箱Ａの梱包を解いて収納されている機械類の製

品を取り出す際に、上記切込み９２に差し込まれている

上記突起部１０８を引き出しやすくするために形成され

たものである。

【００４２】次に、第２ブランクＡ２について図５を利

用して説明する。第２ブランクＡ２は、展開状態にする

と、図５に示されるように構成される。すなわち、水平

板部１２０と、内側板部１２２等と、接着板部１２４等
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と、接着片部１４６等とが設けられている。

【００４３】ここで、水平板部１２０は、全体として略

コ字状を呈し、左板部Ｌと、右板部Ｒと、接続板部Ｃと

から構成されている。なお、左板部Ｌ、右板部Ｒ、接続

板部Ｃは、該水平板部１２０を説明するために便宜上付

した名称である。左板部Ｌは、図４に示す上記第１ブラ

ンクＡ１の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｆ（図４参

照）と略同一のＸ方向の幅を有する略長方形状を呈し、

その内部に円形状の開口部１２０ｃ、１２０ｄが設けら

れている。この開口部１２０ｃ、１２０ｄは、組立て時

における位置決めに使用されるものである。

【００４４】右板部Ｒは、全体として、図４に示す上記

第１ブランクＡ１の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｋ

（図４参照）と略同一のＸ方向の幅を有する略長方形状

を呈し、その下辺部は凸状となっている。この下辺部に

は、後記する内側板部１２６が、さらに、該内側板部１

２６の両側には後記する内側板部１４４、１５０がそれ

ぞれ谷折れ線を介して連設されている。また、上辺に

は、後記する内側板部１３８が谷折れ線を介して連設さ

れている。また、その内部に円形状の開口部１２０ａ、

１２０ｂが設けられ、さらに、山折れ線を介して該右板

部Ｒ内にそれぞれ連設された４つの略台形状を呈した片

部にそれぞれ分割すべく、切込み１５４が入れられてい

る。なお、この開口部１２０ａ、１２０ｂは、組立て時

における位置決めに使用されるものである。接続板部Ｃ

は、図５に示すように、略長方形状を呈しており、上記

左板部Ｌ、上記右板部Ｒを連設するものである。また、

その上辺には、後記する内側板部１３４が谷折れ線を介

して連設されている。

【００４５】次に、内側板部１３０は、上記水平板部１

２０の上記左板部Ｌの下辺から谷折れ線を介して連設さ

れ、短辺（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第１ブラン

クＡ１の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｑ（図４参照）

と略同一で略長方形状を呈している。接着板部１３２

は、上記内側板部１３０の下辺に山折れ線を介して連設

され、該内側板部１３０に比較して細長の略長方形状を

呈している。

【００４６】内側板部１３４は、上記水平板部１２０の

該接続板部Ｃの上辺に谷折れ線を介して連設され、短辺

（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１の

展開状態の上記収納部Ｂの距離ｑ（図４参照）と略同一

で略長方形状を呈している。接着板部１３６は、該内側

板部１３４の上辺から山折れ線を介して連設され、該接

着板部１３２と略同一幅の細長の略長方形状を呈してい

る。

【００４７】内側板部１３８は、上記水平板部１２０の

上記右板部Ｒの上辺から谷折れ線を介して連設され、高

さ（Ｙ方向）が図４に示す上記第１ブランクＡ１の展開

状態の上記収納部Ｂの距離ｐ（図４参照）と略同一で略

台形状を呈している。接着板部１４０は、該内側板部１

３８の上辺から山折れ線を介して連設され、上記接着板

部１３２と略同一幅の細長の略長方形状を呈している。

また、糊代部１４２は、上記内側板部１３８の右辺から

谷折れ線を介して連設され、舌状を呈している。つま

り、舌状の根元に該当する部分が上記内側板部１３８側

となっている。

【００４８】内側板部１２２は、上記水平板部１２０の

上記右板部Ｒの右辺から谷折れ線を介して連設され、短

辺（Ｘ方向）の長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１

の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｐと略同一で略長方形

状を呈している。接着板部１２４は、該内側板部１２２

の右辺から山折れ線を介して連設され、上記接着板部１

３２と略同一幅の細長の略長方形状を呈している。

【００４９】内側板部１２６は、上記水平板部１２０の

上記右板部Ｒの凸状の下辺部中央に谷折れ線を介して連

設され、短辺（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第１ブ

ランクＡ１の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｐと略同一

で略長方形状を呈している。接着板部１２８は、該内側

板部１２６の下辺より山折れ線を介して連設され、上記

接着板部１３２と略同一幅の細長の略長方形状を呈して

いる。

【００５０】内側板部１５０は、上記水平板部１２０の

上記右板部Ｒの凸状の下辺部左側辺より谷折れ線を介し

て連設され、長辺（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第

１ブランクＡ１の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｐと略

同一で細長の略長方形状を呈している。また、接着片部

１５２は、該内側板部１５０の下辺より山折れ線を介し

て連設され、上記接着板部１３２と略同一幅の細長の略

長方形状を呈している。

【００５１】内側板部１４４は、上記水平板部１２０の

上記右板部Ｒの凸状の下辺部右側辺より谷折れ線を介し

て連設されている。つまり、右板部Ｒの凸部を挟んで内

側板部１５０とは対称の位置に設けられている。この内

側板部１４４は、高さ（Ｙ方向）が図４に示す上記第１

ブランクＡ１の展開状態の上記収納部Ｂの距離ｐと略同

一で略台形状を呈している。また、接着片部１４６は、

該内側板部１４４の底辺より山折れ線を介して連設さ

れ、上記接着板部１３２と略同一幅の細長の略長方形状

を呈している。また、糊代部１４８は、上記内側板部１

４４の右辺から谷折れ線を介して連設され、舌状を呈し

ている。つまり、舌状の根元に該当する部分が上記内側

板部１４４側となっている。

【００５２】次に、第３ブランクＡ３について図５を利

用して説明する。第３ブランクＡ３は、展開状態にする

と、図５に示されるように構成されている。すなわち、

水平板部１６０と、内側板部１６２等と、接着板部１６

４等とが設けられている。

【００５３】ここで、水平板部１６０は、図４に示す上

記第１ブランクＡ１の展開状態の上記収納蓋部Ｆの距離

ｍ（図４参照）と略同一のＸ方向の幅を有するととも
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に、距離ｇと略同一のＹ方向の幅を有する略長方形状を

呈し、その内部に円形状の開口部１６０ａ、１６０ｂが

設けられている。この開口部１６０ａ、１６０ｂは、組

立て時における位置決めに使用されるものである。

【００５４】内側板部１６２は、上記水平板部１６０の

下辺より谷折れ線を介して連設され、短辺（Ｙ方向）の

長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１の展開状態の上

記収納蓋部Ｆの距離ｒと略同一で略長方形状を呈してい

る。接着板部１６４は、上記内側板部１６２の下辺より

山折れ線を介して連設され、該内側板部１６２に比較し

て細長の略長方形状を呈している。

【００５５】内側板部１６６は、上記水平板部１６０の

上辺より谷折れ線を介して連設され、短辺（Ｙ方向）の

長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１の展開状態の上

記収納蓋部Ｆの距離ｒと略同一の略長方形状を呈してい

る。接着板部１６８は、上記内側板部１６６の上辺より

山折れ線を介して連設され、該接着板部１６４と略同一

幅の細長の略長方形状を呈している。

【００５６】次に、上記第４ブランクＡ４について図５

を利用して説明する。上記第４ブランクＡ４は、展開状

態にすると、図５に示されるようになる。すなわち、水

平板部１７０と、内側板部１７２等と、接着板部１７４

等が設けられている。

【００５７】ここで、水平板部１７０は、全体として、

略長方形状の上下に突出部を設けた形状を呈している。

つまり、略長方形状の上辺の右端から略長方形状の突出

部が設けられ、該略長方形状の下辺の中央からは略長方

形状の突出部が設けられた形状を呈している。つまり、

下辺部は凸状となり、上辺部はＬ字状となっている。こ

の水平板部１７０の形状は、中間板部４０（図４参照）

において、内側板部６８を下方に折り曲げて形成される

開口部と略同一の形状を呈している。この水平板部１７

０は、図４に示す上記第１ブランクＡ１の展開状態の上

記収納蓋部Ｆの距離ｎと略同一のＸ方向の幅を有してい

る。また、その内部に円形状の開口部１７０ａ、１７０

ｂが設けられ、さらに、山折れ線を介してそれぞれ連設

された４つの略台形状を呈した片部にそれぞれ分割すべ

く、切込み２００が入れられている。なお、この開口部

１７０ａ、１７０ｂは、組立て時における位置決めに使

用されるものである。

【００５８】内側板部１７２は、上記水平板部１７０の

凸状の下辺部中央より谷折れ線を介して連設され、短辺

（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１の

展開状態の上記収納蓋部Ｆの距離ｓと略同一で略長方形

状を呈している。接着板部１７４は、上記内側板部１７

２の下辺より山折れ線を介して連設され、該内側板部１

７２に比較して細長の略長方形状を呈している。

【００５９】内側板部１９４は、上記水平板部１７０の

凸状の下辺部左側辺より谷折れ線を介して連設され、高

さ（Ｙ方向）が図４に示す上記第１ブランクＡ１の展開

状態の上記収納蓋部Ｆの距離ｓ（図４参照）と略同一で

略台形状を呈している。接着片部１９６は、上辺が該内

側板部１９４の底辺より山折れ線を介して連設され、該

接着板部１７４と略同一幅の細長の略長方形状を呈して

いる。また、糊代部１９８は、上記内側板部１４４の左

辺から谷折れ線を介して連設され、舌状を呈している。

つまり、舌状の根元に該当する部分が上記内側板部１９

４側となっている。

【００６０】内側板部１９０は、上記水平板部１７０の

凸状の下辺部右側辺より谷折れ線を介して連設されてい

る。つまり、該凸部を挟んで内側板部１９４とは対称の

位置に設けられている。この内側板部１９０は、長辺

（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１の

展開状態の上記収納蓋部Ｆの距離ｓと略同一で細長の略

長方形状を呈している。また、接着片部１９２は、上記

接着板部１７４と略同一幅の細長の略長方形状を呈し、

上辺が該内側板部１９０の下辺より山折れ線を介して連

設されている。

【００６１】内側板部１７６は、上記水平板部１７０の

左辺より谷折れ線を介して連設され、短辺（Ｘ方向）の

長さが図４に示す上記第１ブランクＡ１の展開状態の上

記収納蓋部Ｆの距離ｓと略同一で略長方形状を呈してい

る。接着板部１７８は、上記接着板部１７４と略同一幅

の細長の略長方形状を呈し、該内側板部１７６の左辺よ

り山折れ線を介して連設されている。

【００６２】内側板部１８０は、上記水平板部１７０の

上辺のうち左側の辺部より谷折り線を介して連設され、

高さ（Ｙ方向）が図４に示す上記第１ブランクＡ１の展

開状態の上記収納蓋部Ｆの距離ｓと略同一で略台形状を

呈している。接着板部１８２は、上記接着板部１７４と

略同一幅の細長の略長方形状を呈し、下辺が該内側板部

１８０の上辺より山折れ線を介して連設されている。ま

た、糊代部１８４は、上記内側板部１８０の左辺から谷

折れ線を介して連設され、舌状を呈している。つまり、

舌状の根元に該当する部分が上記内側板部１８０側とな

っている。

【００６３】内側板部１８６は、上記水平板部１７０の

上辺のうち右側の辺部より谷折り線を介して連設され、

短辺（Ｙ方向）の長さが図４に示す上記第１ブランクＡ

１の展開状態の上記収納蓋部Ｆの距離ｓと略同一で略長

方形状を呈している。接着板部１８８は、該接着板部１

７４と略同一幅の細長の略長方形状を呈し、上記内側板

部１８６の上辺より山折れ線を介して連設されている。

【００６４】次に、上記構成の収納箱Ａの製造工程につ

いて説明する。まず、図４及び図５に示す展開状態の第

１ブランクＡ１～第４ブランクＡ４を段ボール材等の紙

材を型抜きして形成する。この場合、段ボール材として

は、両面段ボール材が好ましい。特に、Ｅフルートの両

面段ボール材が好ましい。ここで、第２ブランクＡ２、

第３ブランクＡ３、第４ブランクＡ４は、一枚の段ボー
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ル材から打抜き形成される。そして、各ブランクの所定

の位置に熱溶着する接着剤を塗布しておく。すなわち、

以下に示す接着状態になるように接着剤が塗布される。

【００６５】つまり、第１ブランクＡ１においては、接

着板部１６、２０ａ、２０ｂ、２４ａ、２４ｂ、２４

ｃ、４６、５０、５４、５８、６２、６６、７０、糊代

部２６－１、２６－２、７６－１、７６－２の図４にお

ける表面に接着剤が塗布される。また、第２ブランクＡ

２においては、接着板部１２４、１２８、１３２、１３

６、１４０、接着片部１４６、１５２、糊代部１４２、

１４８の図５における裏面に接着剤が塗布され、また、

第３ブランクＡ３においては、接着板部１６４、１６８

の図５における裏面に接着剤が塗布され、さらに、第４

ブランクＡ４においては、接着板部１７４、１７８、１

８２、１８８、接着片部１９２、１９６、糊代部１８

４、１９８の図５における裏面に接着剤が塗布される。

【００６６】その後、第１ブランクＡ１～第４ブランク

Ａ４は、組立て装置としてのプレス機械に運ばれて、所

定の位置に配される。実際には、第１ブランクＡ１～第

４ブランクＡ４は、図４、図５に示す状態では裏返しの

状態でプレス機械に配置される。つまり、まず、第１ブ

ランクＡ１が裏返しの状態で配置され、その第１ブラン

クＡ１の上に、第２ブランクＡ２～第４ブランクＡ４が

裏返しの状態で配置される。なお、各ブランクの位置決

めに際しては、第１ブランクＡ１に設けられた半円状の

切欠き３０ａ、３４ａ、７２ａ、８０ａや、第２ブラン

クＡ２に設けられた開口部１２０ａ、１２０ｂ、１２０

ｃ、１２０ｄや、第３ブランクＡ３に設けられた開口部

１６０ａ、１６０ｂや、第４ブランクＡ４に設けられた

開口部１７０ａ、１７０ｂが利用される。

【００６７】各ブランクの位置決めが完了したらプレス

機械を作動させて、折り曲げ及び接着を行う。組立て完

了時には、第１ブランクＡ１～第４ブランクＡ４はそれ

ぞれ折り曲げ形成され、所定の接着箇所により接着され

る。すなわち、上記構成の第１ブランクＡ１は、図４に

示す状態において、まず、外側板部２６、２８、３２

は、中間板部１０に対して山折りされて立設され、外側

板部７２、７６、７８は、中間板部４０に対して山折り

されて立設される。そして、外側板部２６と外側板部２

８とは糊代部２６－２を介して、外側板部２６と外側板

部３２とは糊代部２６－１を介して、外側板部７６と外

側板部７２とは糊代部７６－２を介して、外側板部７６

と外側板部７８とは糊代部７６－１を介して接着され

る。

【００６８】また、補強板部３０、３４、７４、８０

は、その連設されている外側板部２８、３２、７２、７

８のそれぞれに対して山折りされて水平状態となる。ま

た、内側板部１４、１８、２２は、中間板部１０に対し

て山折りされて立設され、内側板部４４、４８、５２、

５６、６０、６４、６８は、中間板部４０に対して山折

りされて立設される。

【００６９】さらに、接着板部１６は、内側板部１４に

対して谷折りされ、接着板部２０ａ、２０ｂは、内側板

部１８に対して谷折りされ、接着板部２４ａ、２４ｂ、

２４ｃは、内側板部２２に対して谷折りされ、接着板部

４６は、内側板部４４に対して谷折りされ、接着板部５

０は、内側板部４８に対して谷折りされ、接着板部５４

は、内側板部５２に対して谷折りされ、接着板部５８

は、内側板部５６に対して谷折りされ、接着板部６２

は、内側板部６０に対して谷折りされ、接着板部６６

は、内側板部６４に対して谷折りされ、接着板部７０

は、内側板部６８に対して谷折りされて、それぞれ水平

状態となる。

【００７０】そして、上記各接着板部及び各接着片部

は、第２ブランクＡ２の水平板部１２０、第３ブランク

Ａ３の水平板部１６０又は第４ブランクＡ４の水平板部

１７０の図５における裏面に接着される。すなわち、接

着板部１６は、図７の接着箇所Ｒ１６に示す位置の裏面

に接着され、接着板部２０ａは、図７の接着箇所Ｒ２０

ａに示す位置の裏面に接着され、接着板部２０ｂは、図

７の接着箇所Ｒ２０ｂに示す位置の裏面に接着され、接

着板部２４ａは、図７の接着箇所Ｒ２４ａに示す位置の

裏面に接着され、接着板部２４ｂは、図７の接着箇所Ｒ

２４ｂに示す位置の裏面に接着され、接着板部２４ｃ

は、図７の接着箇所Ｒ２４ｃに示す位置の裏面に接着さ

れ、接着板部４６は、図７の接着箇所Ｒ４６に示す位置

の裏面に接着され、接着板部５０は、図７の接着箇所Ｒ

５０に示す位置の裏面に接着され、接着板部５４は、図

７の接着箇所Ｒ５４に示す位置の裏面に接着され、接着

板部５８は、図７の接着箇所Ｒ５８に示す位置の裏面に

接着され、接着板部６２は、図７の接着箇所Ｒ６２に示

す位置の裏面に接着され、接着板部６６は、図７の接着

箇所Ｒ６６に示す位置の裏面に接着され、接着板部７０

は、図７の接着箇所Ｒ７０に示す位置の裏面に接着され

る。

【００７１】次に、第２ブランクＡ２は、図５に示す状

態において、内側板部１２２、１２６、１３０、１３

４、１３８は、水平板部１２０に対して谷折りされて立

設される。また、内側板部１４４、１５０も、水平板部

１２０に対して谷折りされて立設される。そして、内側

板部１２２と内側板部１３８とは糊代部１４２を介し

て、内側板部１２２と内側板部１４４とは糊代部１４８

を介して接着される。

【００７２】さらに、接着板部１２４は、内側板部１２

２に対して山折りされ、接着板部１２８は、内側板部１

２６に対して山折りされ、接着板部１３２は、内側板部

１３０に対して山折りされ、接着板部１３６は、内側板

部１３４に対して山折りされ、接着板部１４０は、内側

板部１３８に対して山折りされ、接着片部１４６は、内

側板部１４４に対して山折りされ、接着片部１５２は、
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内側板部１５０に対して山折りされて、それぞれ水平状

態となる。

【００７３】そして、上記各接着板部及び各接着片部

は、第１ブランクＡ１の中間板部１０又は中間板部４０

の表面に接着される。すなわち、接着板部１２４は、図

６の接着箇所Ｆ１２４に示す位置の表面に接着され、接

着板部１２８は、図６の接着箇所Ｆ１２８に示す位置の

表面に接着され、接着板部１３２は、図６の接着箇所Ｆ

１３２に示す位置の表面に接着され、接着板部１３６

は、図６の接着箇所Ｆ１３６に示す位置の表面に接着さ

れ、接着板部１４０は、図６の接着箇所Ｆ１４０に示す

位置の表面に接着され、接着片部１４６は、図６の接着

箇所Ｆ１４６に示す位置の表面に接着され、接着片部１

５２は、図６の接着箇所Ｆ１５２に示す位置の表面に接

着される。

【００７４】次に、第３ブランクＡ３は、図５に示す状

態において、内側板部１６２、１６６は、水平板部１６

０に対して谷折りされて立設される。また、接着板部１

６４は、内側板部１６２に対して山折りされ、接着板部

１６８は、内側板部１６６に対して山折りされて、それ

ぞれ水平状態となる。

【００７５】そして、上記各接着板部は、第１ブランク

Ａ１の中間板部４０の表面に接着される。すなわち、接

着板部１６４は、図６の接着箇所Ｆ１６４に示す位置の

表面に接着され、接着板部１６８は、図６の接着箇所Ｆ

１６８に示す位置の表面に接着される。

【００７６】次に、第４ブランクＡ４は、図５に示す状

態において、内側板部１７２、１７６、１８０、１８６

は、水平板部１７０に対して谷折りされて立設される。

また、内側板部１９０、１９４も、水平板部１７０に対

して谷折りされて立設される。そして、内側板部１７６

と内側板部１９４とは糊代部１９８を介して、内側板部

１７６と内側板部１８０とは糊代部１８４を介して接着

される。

【００７７】さらに、接着板部１７４は、内側板部１７

２に対して山折りされ、接着板部１７８は、内側板部１

７６に対して山折りされ、接着板部１８２は、内側板部

１８０に対して山折りされ、接着板部１８８は、内側板

部１８６に対して山折りされ、接着片部１９２は、内側

板部１９０に対して山折りされ、接着片部１９６は、内

側板部１９４に対して山折りされて、それぞれ水平状態

となる。

【００７８】そして、上記各接着板部及び各接着片部

は、第１ブランクＡ１の中間板部４０の表面に接着され

る。すなわち、接着板部１７４は、図６の接着箇所Ｆ１

７４に示す位置の表面に接着され、接着板部１７８は、

図６の接着箇所Ｆ１７８に示す位置の表面に接着され、

接着板部１８２は、図６の接着箇所Ｆ１８２に示す位置

の表面に接着され、接着板部１８８は、図６の接着箇所

Ｆ１８８に示す位置の表面に接着され、接着片部１９２

は、図６の接着箇所Ｆ１９２に示す位置の表面に接着さ

れ、接着片部１９６は、図６の接着箇所Ｆ１９６に示す

位置の表面に接着される。

【００７９】以上のようにして、収納箱Ａのうち、収納

部Ｂと収納蓋部Ｆについて図３に示す状態のように形成

される。すなわち、図３に示す状態まで自動化により行

われ、パック部Ｐにより収納部Ｂ及び収納蓋部Ｆが巻回

されて梱包される前の状態で組立て装置より排出され

る。

【００８０】その後は手作業により組立て作業を行う。

すなわち、図３に示す状態において、まず、パック部Ｐ

の底面板部１０２に設けられている突起部１０４、１０

６を底面板部１０２に対して山折りし立設させて、収納

部Ｂの切込み３６、３８へそれぞれ差し込む。次に、収

納蓋部Ｆを収納部Ｂへ重ねるべく、すなわち、中間板部

４０と中間板部１０とが合致するように、中間板部１０

と中間板部４０間の谷折れ線を沿って折り曲げ、図２に

示す状態とする。次に、この状態からパック部Ｐの側面

板部１００を山折れ線に沿って折り曲げ、続けて、パッ

ク部Ｐの上面板部９８を山折れ線に沿って折り曲げ、続

けて、パック部Ｐの側面板部９６を山折れ線に沿って折

り曲げて、重合した収納部Ｂ及び収納蓋部Ｆが巻回さ

れ、最終的に図１に示す状態となる。完全な梱包状態と

するべく、パック部Ｐの突端部９０を切込み１１０へ差

し込み、さらにその後、パック部Ｐの底面板部１０２に

有する突起部１０８を切込み９２へ差し込んで、パッキ

ングが完了する。以上のようにして、収納箱Ａが形成さ

れる。

【００８１】この収納箱Ａにおいては、下面収納空間部

Ｓ３に監視カメラとそのコード等の機械類の製品を収納

して、これを覆って収納すべく上面第１収納空間部Ｓ１

及び上面第２収納空間部Ｓ２を重合させて使用する。

【００８２】上記収納箱Ａによれば、収納された物品の

保護性を高く保つことができる。つまり、収納部Ｂ及び

収納蓋部Ｆにより該機械類の製品を挟持して収納し、し

かもパック部Ｐで収納部Ｂ及び収納蓋部Ｆを巻回して梱

包されるので、上記機械類の製品を収納したこの収納箱

Ａを誤って落下等させた場合であっても、落下等の衝撃

に対して強く、収納した上記機械類の製品が壊れること

はない。また、収納された製品は、収納空間部を構成す

る内側板部と外側板部との間に空間が形成され、さらに

は、収納空間部を構成する水平板部１２０と底面板部１

０２間及び該水平板部１６０、１７０と上面板部９８間

にも空間が形成されるので、この空間により緩衝効果を

得ることができる。つまり、内側板部１４の長さｐ、内

側板部１８、２２の長さｑは、外側板部２６、２８、３

２の幅よりも小さく形成され、内側板部４４等の長さ

ｒ、内側板部６８の長さｓは、外側板部７２、７６、７

８の幅よりも小さく形成されるので、空間が形成され

る。つまり、収納される製品は、いずれの方向からも保
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護される。

【００８３】また、製品の収納に当たって、第２ブラン

クＡ２に切込み１５４が設けられているので、製品の凹

凸にも対応することができる。同様に、第４ブランクＡ

４に切込み２００が設けられているので、製品の凹凸に

対応することができる。

【００８４】また、第１ブランクＡ１において、収納部

Ｂを構成する内側板部１８と内側板部２２の構成により

深さの深い収納スペースを得ることができる。つまり、

内側板部１８の突起部１８ａ、１８ｂと、これらに連設

されている接着板部２０ａ、２０ｂ、また、内側板部２

２の突起部２２ａ、２２ｂと、これらに連設されている

接着板部２４ａ、２４ｂ及び２４ｃの配置状態から、組

み立てた場合において、第２ブランクＡ２との接着によ

り、底の深いスペースを形成することができ、上記機械

類の製品の収納における使い勝手が良好となる。つま

り、内側板部１８と内側板部２２とで構成される収納空

間においては、突起部を中間板部１０の左側部と仕切中

間板部１０ａとから交互に設けるようにすることによ

り、深さをｑとすることができる。

【００８５】また、同様に、第１ブランクＡ１におい

て、収納蓋部Ｆを構成する内側板部４４、４８、５２、

５６、６０、６４とこれらから連設されている接着板部

により、組み立てた場合において、第３ブランクＡ３と

の接着により、底の深いスペースを形成することがで

き、上記機械類の製品の収納における使い勝手が良好と

なる。つまり、内側板部４４、４８、５２、５６、６

０、６４で構成される収納空間においては、内側板部を

中間板部４０の右側部と仕切中間板部４０ａとから交互

に設けるようにすることにより、深さをｍとすることが

できる。また、図４に示すように、収納部Ｂと収納蓋部

Ｆとパック部Ｐとを１枚のブランクで形成することがで

きるので、製造工程が少なくて済み、製造コストを低減

することができる。

【００８６】

【発明の効果】本発明に基づく請求項１に記載の収納箱

によれば、収納部及び収納蓋部ともに内側板部と外側板

部との間に空間が形成されるので、緩衝効果を高めるこ

とができる。特に、請求項２に記載の収納箱によれば、

物品の収納状態で、収納部の底面は底面板部で保護さ

れ、収納蓋部の上面は上面板部で保護されるので、物品

の保護性を高めることができる。

【００８７】また、請求項３に記載の収納箱によれば、

内側板部と外側板部との間に空間が形成されるので、緩

衝効果を高めることができる。さらに、上記底面板部と

第１側面板部と上面板部と第２側面板部とによって、第

１中間板部と外側板部とで構成される箱体と第２中間板

部と外側板部とで構成される箱体とを巻き付けて保護す

ることができる。また、本体用ブランクと複数の内装用

ブランクのみで、上記のような緩衝効果の高い収納箱を

形成でき、コストを低減することができる。

【００８８】また、特に、請求項４に記載の収納箱によ

れば、開口部の大きさが小さい場合でも、収納空間の深

さを大きく取ることができる。また、特に、請求項５に

記載の収納箱によれば、両内側板部の少なくとも一部を

両側から交互に設けることにより、収納空間の深さを大

きく取ることができる。また、特に、請求項６に記載の

収納箱によれば、底面板部及び上面板部と底板部間も所

定の空間が形成されるので、より緩衝効果を高めること

ができる。また、特に、請求項７に記載の収納箱によれ

ば、該突起部を挿通部に挿通することによって、底面板

部を第２中間板部の相対する外側板部に固定することが

でき、収納箱の箱体の形状をしっかり保つことができ

る。また、特に、請求項８に記載の収納箱によれば、収

納箱が、紙材で形成されていることを特徴とする。よっ

て、収納箱の廃棄を容易とすることができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の実施例に基づく収納箱を示す斜視図で

ある。

【図２】本発明の実施例に基づく収納箱において、収納

部と収納蓋部とが開状態から閉状態へと至る過程の状態

を示す斜視図である。

【図３】本発明の実施例に基づく収納箱において、収納

部と収納蓋部とが開状態の場合を示す斜視図である。

【図４】第１ブランクの展開図である。

【図５】第２ブランクと第３ブランクと第４ブランクの

展開図である。

【図６】収納箱の組立て状態を示す説明図である。

【図７】収納箱の組立て状態を示す説明図である。

【符号の説明】

Ａ　収納箱

Ｂ　収納部

Ｆ　収納蓋部

１０、４０　中間板部

１４、１８、２２、４４、４８、５２、５６、６０、６

４、６８、１２２、１２６、１３４、１３８、１４４、

１５０、１６２、１６６、１７２、１７６、１８０、１

８６、１９０、１９４　内側板部

２６、２８、３２、７２、７６、７８　外側板部

３０、３４、７４、８０　補強板部

３８　開口部

９６、１００　側面板部

９８　上面板部

１０２　底面板部

１０４、１０６　突起部
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【図１】

【図２】

【図７】
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【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】


